
1 

外来種の分布拡大傾向 

 
　アライグマの生息数の動向（H21年度からの増減に関する傾向）

※上記グラフについては、都道府県、市町村、民間団体等の回答件数の合計値である

        大幅に増加した（9自治体） 

        やや増加した（18自治体） 

        変わらない（2自治体）

        やや減少した（0自治体） 

        大幅に減少した（1自治体） 

        不明または生息情報無（17自治体） 

都道府県における生息数増減に関する傾向
　　　　　　　　　　　　　※各都道府県担当からの回答を反映

・生息数について大幅に増加した、やや増加したとする回答が約４割を占めており、変わらな
　いとする回答を含めると過半数を超えていた。一方減少したとする回答は１割程度にとどま
　り、全体として増加傾向にあった。

・都道府県別では、北海道や青森、関東から南東北、近畿、中四国、北九州地域で増加傾向に
　あることが示唆された。

大幅に増え

た, 75

やや増え

た, 170

変わらない, 
95やや減っ

た, 17

大幅に減っ

た, 10

不明, 196

平成22年度末現在の生息数は平成21年度以前

に比べて増えていると感じますか？

（数字は回答件数）

参考資料８ 
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ブラックバスの息数の動向（H21年度からの増減に関する傾向）

※上記グラフについては、都道府県、市町村、民間団体等の回答件数の合計値である

    　　　    大幅に増加した（1自治体） 

  　　　      やや増加した（5自治体） 

      　　　  変わらない（11自治体） 

  　　　      やや減少した（1自治体） 

    　　　    大幅に減少した（1自治体） 

      　　　  不明または生息情報無（28自治体） 

都道府県における生息数増減に関する傾向

　　　　　　　　　　　　　※各都道府県担当からの回答を反映

・生息数について不明とする回答が約６割を占めていた。次いで変わらないとする回答が
　２割であった。
　　→陸上に比べて調査結果の検証が難しいことが原因だと考えられる。

・都道府県別では、南東北から中部、近畿で変わらずに生息していることが示唆された。

大幅に増え

た, 12
やや増え

た, 39

変わらない, 
98

やや減っ

た, 28

大幅に減っ

た, 13

不明, 309

平成22年度末現在の生息数は平成21年度以前

に比べて増えていると感じますか？

（数字は回答件数）
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オオハンゴンソウの生育数の動向（H21年度からの増減に関する傾向）

※上記グラフについては、都道府県、市町村、民間団体等の回答件数の合計値である

大幅に増加した（0自治体） 

やや増加した（4自治体） 

変わらない（3自治体）

やや減少した（4自治体） 

大幅に減少した（0自治体） 

不明または生息情報無（36自治体） 

都道府県における生息数増減に関する傾向

　　　　　　　　　　　　　※各都道府県担当からの回答を反映

・生息数について不明とする回答が約５割を占めていた。増加したとする回答が２割強を
　占めた。

・都道府県別では、北海道と北関東、甲信地域で増加傾向にあることが示唆された。

大幅に増え

た, 9

やや増え

た, 28

変わらない, 
24

やや減った, 
8大幅に減っ

た, 4

不明, 82

平成22年度末現在の生育数は平成21年度以前

に比べて増えていると感じますか？

（数字は回答件数）
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アルゼンチンアリの都道府県別の確認状況 
           ※数字は確認された年代の早い順 
           ■ 2000 年以前 
           ■ 2001～2005 年 
           ■ 2005 年以降 

1．広島県  
1993 年確認  

2．兵庫県  
1999 年確

認  

3．山口県  
2001 年確認  

4．愛知県  
2005 年確認  

5．神奈川県  
2007 年確認  

6．岐阜県  
2007 年確認  

7．大阪府  
2005 年確認  

6．静岡県  
2009 年確認  

8．京都府  
2009 年確認  

9．徳島県  
2010 年確認  

10．東京都  
2010 年確認  
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ナガエツルノゲイトウの都道府県別の確認状況 

           ※数字は確認された年代の早い順 
           ■ 1989 年以前 
           ■ 1990～1999 年 
           ■ 2000 年以降 
 
 
 

２．兵庫県  
1989 年、尼崎

市で採集  

３．千葉県  
1990 年、鹿島川

河口で確認  

４．静岡県  
1995 年頃から青

野川下流で確認  

６．滋賀県  
2004 年、彦根

市で確認  

７．大阪府  
2004 年、淀川

で確認  

11．京都府  
2008 年、桂川のワ

ンドで確認  

５．鹿児島県  
2003 年以前か

ら生育  

10．熊本県  
2006 年頃から

江津湖で防除  

８．福岡県  
2005 年、遠賀

川で確認  

9．沖縄県  
1982 年確認  
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出典：外来種影響・対策研究会・国土交通省河川局河川課 (2008)河川における外来種対策の

考え方とその事例【改訂版】．リバーフロント整備センター  

一級河川におけるオオカワヂシャの分布 

一級河川におけるオオキンケイギクの分布 


